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梁のたわみと有名な問題
Famous Patterns of Beam Deflection



Superposition Principle
重ね合わせの原理

重ね合わせの原理

 複数の荷重により⽣じる構造物のたわみや曲げ応⼒は、それぞれの荷重が
個別に作⽤する場合のたわみや曲げ応⼒の解析結果を単純に⾜し合わせ
たものと⼀致する
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【例題】 図の⽚持ち梁（ヤング率︓𝐸 、断⾯⼆次モーメント︓𝐼）
に荷重𝑃が作⽤するとき、梁に⽣じるたわみ𝛿を求めよ。

Example: Deflection of a Beam
梁の例題『⽚持ち梁のたわみ』
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Example: Deflection of a Beam
梁の例題『⽚持ち梁のたわみ』
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構造⼒学では⼀般的に、たわみは
下向き︓正に取るので正負を逆転して暗記︕︕
※ 本講義で上向き︓正で説明する理由は
数値計算へ発展させる時に楽だから

𝑣

境界条件
𝑣 ൌ 𝑣 0 ൌ 02

3 ൈ െ
𝑃𝐿ଶ

2𝐸𝐼 ൈ 𝐿 ൌ െ
𝑃𝐿ଷ

3𝐸𝐼

െ
𝑃𝐿ଷ

3𝐸𝐼
3次関数

極値

𝛿 ൌ
𝑃𝐿ଷ

3𝐸𝐼
これも暗記︕︕



【例題】 図の⽚持ち梁（曲げ剛性︓𝐸𝐼）に荷重𝑃が作⽤すると
き、B点に⽣じるたわみ𝛿を求めよ。

Example: Application of Famous Pattern
梁の例題『有名な問題の応⽤』
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Example: Application of Famous Pattern
梁の例題『有名な問題の応⽤』
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【例題】 図の⽚持ち梁（曲げ剛性︓𝐸𝐼）に荷重𝑃が作⽤すると
き、B点に⽣じるたわみ𝛿を求めよ。

Example: Application of Famous Pattern
梁の例題『有名な問題の応⽤』
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Example: Application of Famous Pattern
梁の例題『有名な問題の応⽤』
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Example: Deflection of a Beam
梁の例題『梁のたわみ』

【例題】 梁（ヤング率︓𝐸、断⾯⼆次モーメント︓𝐼）に荷重 𝑃 が
作⽤するとき、梁中央に⽣じるたわみ 𝛿େ を求めよ。

9

𝑃
𝑥0 𝐿

𝐸𝐼

𝐿
2

𝐿
2

𝛿େ



10

Example: Deflection of a Beam
梁の例題『梁のたわみ』
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※ 本講義で上向き︓正で説明する理由は
数値計算へ発展させる時に楽だから
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【例題】 図のような梁構造（曲げ剛性︓𝐸𝐼）に荷重𝑃が作⽤す
るとき、C点に⽣じるたわみ𝛿େを求めよ。

Example: Application of Famous Pattern
梁の例題『有名な問題の応⽤』
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Example: Application of Famous Pattern
梁の例題『有名な問題の応⽤』
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